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科内容研究 A」の 1 コマ分を使って研究授業を行い，その結果を分析した。気候学的に梅雨が明ける 7 月後半頃
には『無降水日』も多いが，その時期にも主に梅雨前線活動に関連した『顕著な大雨日』がしばしば出現する。
授業では，そのような点を探究的に見出すことを目標とし， 7 月後半頃の日々の大雨日及び無降水日の出現状況


















システムの影響を強く受けるため（Kato 1985, 1987, 
1989; 加藤 1997, 2002; Kawamura and Murakami 
1998; Ninomiya 1984; Ninomiya and Muraki 






















































and Yasunari 1996; Kato and Kodama 1992; Kato 
1985, 1987, 1989; Kawamura and Murakami 1998; 
Ninomiya and Muraki 1986; Ninomiya 1989; Ueda 
et al. 1995; Ueda and Yasunari 1996）。更に，梅雨
最盛期から盛夏期にかけては，単に季節進行に伴う変
化だけでなく，日本付近の亜熱帯高気圧や梅雨前線
の年々変動も大きい（Nitta 1986，1987; Kurihara 
and Kawahara 1986; Kurihara and Tsuyuki 1987; 
Tsuyuki and Kurihara 1989; Sato and Takahashi 
2001）。
　梅雨期の降水の年々変動に関して，Endo (2011) は，







北西部（Ninomiya and Mizuno 1987，等）の例とし
て，長崎における 1901 年以降の約 100 年分の日降水
量データに基づき教材を作成した。本研究では，日
本気象学会の全国大会や同関西支部例会等で本研究






































心に 1901 〜 2009 年についてダウンロードして利用
した。また，地上天気図に関して，1971 〜 1995 年








変動の時系列を第 1 図に示す。また，6，7 月の長崎
における総降水量や，『多降水日』，『顕著な大雨日』
のみで積算した総降水量（それらの降水日による寄
与）を第 2 図に示す。左図は 1911 〜 1940 年（ほぼ
20 世紀前半）での平均値，右図は 1971 〜 2000 年（ほ
ぼ 20 世紀後半）での平均値である。1971 〜 2000 年
についての 6 月後半と 7 月後半とを比較した同様な
図を第 3 図に示す。本研究では，1901 〜 1945 年（20









は，50 〜 100 mm/ 日程度の『多降水日』の寄与を反
映していた。例えば，1901 〜 1945 年の 6 月におけ
る〔平均値 +（標準偏差 /2）〕にほぼ対応する月降水
量 500mm 以上の年数は 8 年，〔平均値－（標準偏差
/2）〕に対応する月降水量 250mm 以下の年数は 21 年
であり，平均値に対して，比較的小さな値をとる年
数がかなり多かった（1956 〜 2000 年では，それぞれ，
6 年，12 年）。
　一方，Endo (2011) が指摘したように，20 世紀後
半には 7 月の平均降水量と年々変動ともに増加して
いた（第 1 図下段）。例えば，月降水量 200mm 以下
の年数は 1901 〜 1945 年も，1956 〜 2000 年も 18
年あったのに対し，1956 〜 2000 年には，月降水量


















入る 6 月後半と，梅雨明けになることも少なくない 7
月後半とを比較すると，7 月の平均として見られた特
徴は，7 月後半に特に明瞭であった。
　長崎における 6 月後半，7 月後半の顕著な大雨日の
出現日数，無降水日の出現日数の割合，顕著な大雨
日について平均した日降水量について，1911 〜 1940
年と 1971 〜 2000 年での集計結果を第 1 表に示す。
1971 〜 2000 年の 7 月後半に『顕著な大雨日』が 13
日あった。これら全事例の地上天気図（09 時）を第
4 図に示す。





九州付近に位置していた。なお，1999 年 7 月 29 日











少なくなかった（第 1 表）。この特徴は 20 世紀前半
よりも後半に顕著であった。興味深いことに，20 世
紀後半には，『顕著な大雨日』で平均した降水量も，
7 月後半には 6 月後半に比べてかなり多かった。















































































































































(b) 7 月後半も顕著な大雨日が出現し，6 月後半より
激しい雨が降る。：40 名（47.6％）










(h) 大雨について（(b) と (d) の記述あり）：20 名
（23.8％）




（(b) ～ (e) の全て記述あり）：9 名（10.7％）









・降水日については 6 月後半が多く，7 月後半は減っ



















(a) 7 月後半は激しい雨が降る：67 名（79.8％）







(f) (a) と (b)，あるいは，(a) と (c) の事実が指摘され
ている回答：63 名（75％）

























（２．の回答 (a) ～ (j) のいずれかに該当する学生）は
実人数で 74 名おり，（全体の 88.1％），授業で取り上
・雨が多くじめじめしている。
　なお，学生が描いたイラスト例について（第 7 図），
























述できた学生は 9 名（全体の 10％）みられた。この







期の中の 6 月後半との違い，20 世紀の長期変化の位
置づけの中での事実，について記述あるいはイラス
ト等で示したものが 63 名あった（全体の 75％。３．
の (f) に該当する学生）。そのなかでもさらに詳細な記




以上のように，わずか 6 ～ 7 月という 2 ヶ月の間で
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Title:  Development of a Study Plan on Investigating the Long-term Variation of the Baiu Precipitation 
during the 20th Century with Attention to Appearance of the Heavy Rainfall Days at Nagasaki in the 
Northwestern Part of Kyushu
Miki KURATA (Faculty of Education, Okayama University)
Kuranoshin KATO (Graduate School of Education, Okayama University)
Kazuo OTANI （Graduate School of Natural Science and Technology, Okayama University）
Abstract: 
  A study plan for high school or bachelor students on investigating the long-term variation of the Baiu 
precipitation during the 20th century was developed with attention to appearance frequency of the heavy 
rainfall days at Nagasaki in the northwestern part of Kyushu.  Around the latter half of July, although the 
appearance frequency of the “non-precipitation days” increases, the “extremely heavy rainfall days” with 
more than 100 mm/day appear in association with the activity of the Baiu front, as frequently as in the 
latter half of June. Besides, the total precipitation and its year-to-year variability there increased in the 
latter half of the 20th century. The proposed study plan in the present paper deals with the above features 
on the precipitation variation.  In order to examine validity of the study plan, the class was performed in the 
Faculty of Education of Okayama University.  The present paper summarized the results of the analyses 
on the variability of the Baiu precipitation at Nagasaki used for the study materials of this class firstly. 
Secondly, we introduced the outline of the class. Finally the results of the class were reported.
Keywords: Weather systems around Japan, Meteorological Education, Dynamic climatology on the heavy 
precipitation in the Baiu season, Climate variability in the 20th century, Development of a study plan on 
investigating the climate variability.
